
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

山口市家庭教育支援チーム 

 （呼称：阿東部） 

  

 

②活動拠点 阿東地区（阿東中校区・阿東東中校区） 

③活動範囲 山口市内 

④組織体制 

 

   ３ 人 

放課後児童クラブ支援員１名、民生委員・児童委員１名、 

山口保護区保護司会会長１名 

 

⑤活動開始年度 2018 年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

山口市教育委員会社会教育課 

（TEL）083-934-2865   （E-mail）s-kyoiku@city.yamaguchi.lg.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

【具体的な活動内容】 

・家庭教育講座「子そだてマナビィ」への参加など研修の受講 

 社会教育課では、子どもたちが健全で豊かな人間性を育んでいけるよう、

家庭教育に役立つ講座を年 10 回ほど開催している。私たちチームは、この

講座に参加し研修を重ねている。また、年数回程度、山口県や山口市が主

催する関係者の資質向上のための研修会にも参加している。 

・「学校・地域での保護者の集い」：保護者カフェの実施 

 阿東地区の学校において、就学時健康診断等の機会を利用し、家庭教育

講座を実施している。子育てについての情報交換や保護者の交流のため

に、時にはコーヒーを飲みながら、家庭教育アドバイザーが助言を行ったり

ワークショップによる話し合いを行ったりしている。 

・個別相談への対応 

 子育てやしつけの悩み・不安についての相談があればお聞きしている。当 

地区は山口市の山間部に位置し、過疎化が進み小学校新入生が数名と少 

ないことから、保護者の交流も密であり、保護者カフェでの話し合いで解決 

している。 

 

 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

保護者の悩みや苦労話を聞きながら意見交換を重ねることによって、保

護者の方の気持ちも次第に明るくなるようである。誰かに悩みを打ち明ける

ことにより、前向きに対応する気持ちが出てくる方もおられ、その後の保護

者カフェに立ち寄られてアドバイザーと継続的に関わることができている。 

 

 

 

 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

文部科学省補助事業（事業名：地域における家庭教育支援基盤構築事業） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 




